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大項目 ３ 持続可能な地域づくりと私たち 

中項目 3-1 日本および世界の災害と防災を考えるための自然地理 

小項目 3-1-3 ハザードマップから自然の脅威と防災を考える 

細項目 

(発問) 

3-1-3-２ 

洪水ハザードマップ 

洪水ハザードマップの読み方と入手方法を理解する 

作成者名 久保純子 作成/修正年   2021/2023/2024 Ver． 1.2 

キーワード 

5~10個程度 

ハザードマップ 洪水 浸水想定範囲 治水地形分類図 地理院地図 ハザードマップポータ

ル 床上浸水 床下浸水 今昔マップ 防災 減災 

1．洪水ハザードマップはどのような地図ですか 
 ここでは市町村が作成・公表する「洪水ハザードマップ」について説明します。｢洪水ハザードマップ｣とは、

破堤、はん濫等の浸水情報や、避難に関する情報を住民にわかりやすく提供することにより、人的被害を防ぐこ

とを主な目的として作成されます。そして、①浸水想定区域と②避難情報が記載され、③市町村長（特別区を含

む）が作成主体となっているものとされます。（国土交通省2005、鈴木編2015）。 
 かみくだいていえば、洪水で浸水しそうなところや避難するところが示された地図で、最も身近な自治体であ

る市町村がつくるものです。あぶないときに自分で逃げるためのものですが、いつ本当に自分のいる場所があぶ

なくなり、いつ逃げはじめればいいのでしょうか。 
 
2）自分の住んでいる市町村の洪水ハザードマップをすぐに見てみる 

 洪水ハザードマップは市町村のホームページから探すことができます。役場でも余部があればもらえるでしょ

う。市町村全体が1枚の地図になっている場合と、地区ごとに何枚もつくられている場合があります。ただし、

近くに河川が何本もある場合、河川ごとに別のハザードマップがつくられている場合がありますので、何種類も

のハザードマップがあったりします。 
 このほか、国土交通省の「ハザードマップポータルサイト」（ポータルは入口という意味）(参照URL１)では、

｢わがまちハザードマップ｣と｢重ねるハザードマップ｣という2つの入口があります。｢わがまち｣では市町村別の

ホームページが表示されます。｢重ねる｣は、広い範囲で洪水、土砂災害、津波などの想定範囲を示すことができ

ます（ここで｢土砂災害｣というのは被害の意味ではなく、土砂が移動する現象を指すようです）。その他、いろ

いろな情報を重ねて表示させることができます。また、このサイトの下段左隅から学年別に教材がそろっている

防災教育ポータルや防災教育コンテンツ、浸水ナビなどの関連リンクも表示されています。(図１) 
 
3）洪水ハザードマップの見方 

洪水ハザードマップでは浸水想定範囲や浸水の深さが色分けされています。(久保，2016.) 自分の家や学校な

どが何色になっているか、凡例でみてください。（図２）最新版ではピンク系統の色が使われますが、水色や紫

色が使われている旧版もあります。最新版では色分けの区切りが0.5m未満、3ｍ未満、5ｍ未満、5～10ｍ、10
ｍ以上、などという区切りになっています。なぜ等間隔ではないのかというと、0.5mまでは木造家屋の場合｢床

下浸水｣、それ以上だと｢床上浸水｣となり、被害が大きくちがいます。さらに、3m だと1 階が水没、5ｍだと 2
階が水没する深さになります。想定水深が5ｍ以上ということは、（最大規模の洪水では）2階建ての住宅にいて

はいけないということです。浸水深の情報に加え、河川の堤防のすぐ近くの場合は、「家屋倒壊等氾濫想定区域」

となっているところがあり、ここでは木造家屋は堤防が決壊した場合、水流で倒壊する恐れがあります。 
では、いったいいつ、どのようなときに2階まで水没するのでしょうか。最新版は、｢想定最大規模の降雨｣で

の想定です。しかし、旧版の｢計画規模｣のものもあります。｢計画規模｣というのは、地域によりますが「おおむ

ね 100 年～200 年に一度程度の降雨」での想定です。「想定最大規模」というのは、数百年から 1000 年に一度

の規模での想定です。そんなめったに起こらないことは考えなくてもいいのでしょうか。しかし、2011 年の東

日本大震災では多くの生命が失われました。そのときの経験から想定規模を引き上げたのです。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

発問の意図と説明   
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図表のページ 

 

        
            図１国土交通省ハザードマップポータルサイト 

              https://disaportal.gsi.go.jp/ 

  

 
図２ 東京都江戸川区の浸水想定区域【赤色地域】と想定最大規模の浸水別凡例 

(国土交通省のハザードマップポータルから「重ねるハザードマップ」を選択し、東京

都江戸川区を指定すると地理院地図上に浸水想定区域が赤く表示される。) 
左サイトの解説凡例の青い四角形のボタンをクリックすると凡例が表示される。 
 

 
 
 
 
 
 
 

防災教育関係サイト 

https://disaportal.gsi.go.jp/
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４） 「ここにいてはダメです」 

 洪水ハザードマップには、避難をするための情報も示されています。小中学校などが避難所に指定されてい

る場合が多いです。ところが、東京都東部の江戸川区水害ハザードマップの表紙には、「ここにいてはダメで

す」と書かれています。2019年 5月発行にこのハザードマップが発行されたとき、この文言が非常に注目され

ました。図３(参照 URL２) 

江戸川区は西と東に荒川と江戸川という大河川が流れ、想定最大規模の場合、江戸川区のほとんどが水没し、

二つの河川沿いでは水深 3m以上の部分が広く分布します。区域の 7割が「ゼロメートル地帯」であり、2週間

以上浸水が継続する想定となっているため、ビルの高層階でも、水没は免れても水道、電気、ガス、トイレな

どのライフラインが使えなくなる恐れがあります。このため、区内に居続けることができず、区外への「広域

避難」が必要なのです。具体的には、区外の勤務先や親戚・知人宅、宿泊施設など、各自で避難先を確保して

ください、ということです。 

江戸川区を含む江東 5区（江戸川区・墨田区・江東区・足立区・葛飾区）では、人口の 9割以上の 250万人

が浸水域に住んでいます。2019年の「東日本台風」では実際に浸水はしませんでしたが、江戸川区では約 35,000

人が避難したそうです。 

 

５ 洪水ハザードマップだけでは不足です 

 気象庁のウエブサイトでは、「気象警報・注意報」や、大雨・洪水警報の危険度分布なども表示されます。 

東京都の東部のように低地が広がる中で、周辺の高台やまわりより高い場所、盛土地の分布を知りたい場合な

どには、「地理院地図」（国土地理院のウエブ地図 の機能で「標高彩色図」をみてください。土地の標高分布

がはっきり理解できるし、自分で色を指定して標高彩色図をつくることができます。(参照 URL３) 

また、「地理院地図」の陰影起伏図では、土地が立体的に見えるので起伏がわかりやすくなります。さらに、

全国の主要な平野部については、国土地理院の「治水地形分類図」を「地理院地図」に重ねて表示させること

ができます。 

これは、1956 年に濃尾平野で作成された「木曽川流域濃尾平野水害地形分類図」（図４）が、3 年後の 1959

年の「伊勢湾台風」による水害の範囲を予測したことから、これと同じような考えで作成されたものです。平

野の中のさらに細かな地形の分布と、それらが大規模な洪水のさいにどのような状況になるかを地図として示

したのです。 

これまでの歴史的な洪水ばかりでなく、中小規模の洪水のさいも、治水地形分類図の説明との整合性が確認

されています。(図５)言い方を変えれば、治水地形分類図は中小規模から既往最大規模の洪水による影響まで

を想定できる図といえます。日本地理学会の災害対応委員会のウエブサイト(参照 URL４)では、「地理院地図」

から地形分類図を見る方法が詳しく説明されています。地理院地図を使用するとすぐにこの陰影起伏図と地形

分類図を重ね合わせた地図を見ることもできます。また、地形分類図の見方・考え方、水害リスクを知ること

のできる沖積低地の地形も説明されています。（海津、2019） 

 さらに、埼玉大学の谷教授が公開している「今昔マップ」(参照 URL５)では、同じ地域の新旧の地形図を並

べて比較することができます。その土地が明治時代以降どのように変化してきたかを知ることで、土地の歴史

から水害に対する脆弱性を知ることができます。このほか、「まるごとまちごとハザードマップ」(参照 URL5)

として、実際の町なかに浸水深や避難所の情報を標識として設置している取り組みもあります。 

 これらの情報をもとに自身の住む地域の土地の特色や歴史を知り、自身で判断して避難行動に移してくださ

い。 
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図表のページ  

 

           

           

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３東京都江戸川区のハザードマップ 

国土交通省ハザードマップポータルサイトの「調べ

るハザードマップ(右サイト)」から市町村名を入力す

るとこのサイトに入れる 

https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e00
7/bosaianzen/bosai/kanrenmap/n_haz
ardmap.html 引用 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
図４ 木曽川流域濃尾平野水害地形分類図 

最初の水害地形分類図(1956 作成者 大矢雅彦) 
https://dil.bosai.go.jp/disaster/1959isewan/mate
rial/images/fuzu/fuzu_013.jpg引用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ 東京都江戸川区南小岩2丁目（＋印の場所の地名）周辺の治水地形分類図 
地理院地図で治水地形分類図を選択し、最上部の住所欄に東京都江戸川区と記入すると江戸川区の

範囲が表示されるので、左隅の拡大縮小バーで拡大した。凡例を見るために左サイトの上の更新版

（2007年から2020年）の横にある黒丸のｉマークをクリックすると凡例選択メニューがでる。 
薄い緑色は氾濫平野、濃い緑は後背湿地、黄色は氾濫平野の微高地(自然堤防) 黄色に山型模様は扇

状地である。自宅が、微高地(自然堤防)の上にあると洪水から免れる可能性は高い。自宅の住所で検

索をしてみると+印が、どの地形にあるかで、水害に弱いかどうかがわかる。地形を学ぶことは重要

 
 
 
 
 
 
 

https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e007/bosaianzen/bosai/kanrenmap/n_hazardmap.html
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e007/bosaianzen/bosai/kanrenmap/n_hazardmap.html
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e007/bosaianzen/bosai/kanrenmap/n_hazardmap.html
https://dil.bosai.go.jp/disaster/1959isewan/material/images/fuzu/fuzu_013.jpg
https://dil.bosai.go.jp/disaster/1959isewan/material/images/fuzu/fuzu_013.jpg
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参照 URL (2024年３月参照確認) 

参照URL１：大矢雅彦水害地形分類図  

https://dil-opac.bosai.go.jp/documents/suigaimap/suigai_list.html 

参照URL２：国土交通省ハザードマップポータルサイト  

https://disaportal.gsi.go.jp/ 

参照URL３：地理院地図  

https://maps.gsi.go.jp 

参照 URL４日本地理学会災害対応委員会 地形分類図で災害リスクを知る：ハザードマップを補うために 

https://ajg-disaster.blogspot.com/2020/09/LCMap.html 

参照URL５：今昔マップ on the web  

http://ktgis.net/kjmapw/ 
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